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平成30年３月期 通期業績予想と実績との差異に関するお知らせ 

 

 当社は、下記のとおり平成29年11月13日に公表した平成30年３月期の業績予想における予想値と 

本日公表の決算において差異が生じましたので、お知らせいたします。 

 

 

記 

 

 

１．業績予想と実績との差異(平成29年４月１日～平成30年３月31日) 

                                       （単位：百万円、％） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

前 回 発 表 予 想（Ａ） 

(平成29年11月13日発表)
１,０５０ △２２０ △１８５ △１９５ △１円９４銭

今 回 実 績（Ｂ） １,０４５ △３０９ △２６７ △２７３ △２円７２銭

増  減  額（ Ｂ－Ａ ） △５   △８９     △８２    △７８ ― 

増  減  率（  ％  ） △０.５ ―   ―  ― ― 

( 参 考 ) 前 期 実 績

（平 成 29 年 ３ 月 期） 
１,３０６ △９２ ２５ ４４ ０円４４銭

    

 

２．業績予想と実績との差異の理由 

    売上高については、ほぼ予定通りの結果となりましたが、営業利益・経常利益・当期純利益は 

   前回予想を下まわりました。 

      営業利益につきましては、ニッケル事業でＬＭＥ価格の上昇で仕入価格が値上がりしたため、 

売上原価が増加しました、教育事業については下期において生徒数の減少（卒塾生含む）が大き 

かったため、売上予想を下まわり、また教材費・広告宣伝費等の経費にリストラに関する経費 

（退職者への手当等の撤退関連費用）も加わったため、教育関連事業原価等が予想を上まわりま 

した。 

      このためセグメントでの営業利益は、不動産事業においては前回予想した通りでございました 

が、ニッケル事業で22百万円、教育事業で52百万円の損失が膨らみました。有価証券評価益等 

を加味しましたが、経常利益・当期純利益も前回の予想を下まわりました。      

 

 

以 上 


